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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の省電力モードのうちいずれかに遷移させるための選択入力を受け付ける操作部と
、受け付けられた前記選択入力に基づいて自装置を制御する制御部と、を備える画像形成
装置であって、
　前記制御部は、複数の省電力のレベルで定義されいずれかのレベルがユーザのゲージの
操作により選択入力される複数の種類の省電力モード、及び、前記ユーザから選択入力さ
れた前記画像形成装置が備える機能と当該機能について選択しうる使用条件との組み合わ
せから自動的に設定値が選択される自動設定の省電力モード、のうちいずれかのモードを
前記ユーザに選択入力させる画面を前記操作部に表示し、前記ユーザにより選択入力され
た前記いずれかのモードに応じた省電力モードを設定することを特徴とする、画像形成装
置。
【請求項２】
　複数の省電力モードのうちいずれかに遷移させるための選択入力を受け付ける操作部を
備えた画像形成装置が実行する方法であって、
　複数の省電力のレベルで定義されいずれかのレベルがユーザのゲージの操作により選択
入力される複数の種類の省電力モード、及び、前記ユーザから選択入力された前記画像形
成装置が備える機能と当該機能について選択しうる使用条件との組み合わせから自動的に
設定値が選択される自動設定の省電力モード、のうちいずれかのモードを前記ユーザに選
択入力させる画面を前記操作部に表示するステップと、
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　前記ユーザにより選択入力された前記いずれかのモードに応じた省電力モードを設定す
るステップと、
を実行する方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法の各ステップをコンピュータに実行させるためのコンピュータ実
行可能なプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理装置に関し、より詳細には、省電力モードを備える画像処理装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＭＦＰなどのカラーデジタル複合機に代表される画像形成装置は、スキャナ装置から入
力されるＲＧＢデータに対して何段階もの画像処理を実行し、最終的に、Ｃ（シアン）、
Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロー）、Ｋ（ブラック）の４つの色成分の濃度値として定義さ
れるデータに変換してプロッタ装置に出力する。近年、画像形成装置の高性能化に伴って
、上述した複数の画像処理のうち特定の処理を特定用途向けの集積回路に集約することが
行われており、そのような集積回路を複数搭載した画像処理部を備える画像形成装置が多
く用いられている。
【０００３】
　一方、画像形成装置の省電力化が要請されている中、大量の電力を消費する画像処理部
の省電力化は、重要な懸案事項である。この点につき、特開２００４－２０６４２９号公
報（特許文献１）は、複数の画像処理ブロックからなる画像処理装置内において、処理動
作が行われていない処理ブロックへのクロックの供給を停止することによって消費電力を
低減する画像形成装置を開示する。
【０００４】
　しかしながら、特許文献１が開示するクロックのＯＮ/ＯＦＦ制御を実現するためには
、複雑なシーケンスを要するため、構成が複雑化する上に、シーケンスのための電力が新
たに消費されるなどの問題があった。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記従来技術における課題に鑑みてなされたものであり、本発明は、消費電
力を好適に削減することのできる新規な画像処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、消費電力を好適に削減することのできる新規な画像処理装置につき鋭意検
討した結果、固有のクロック発振器が搭載された画像処理用集積回路を複数含んで構成さ
れる画像処理装置において、標準運転時に設定される値よりも大きい値の分周比として定
義され、各省電力モードに固有の省電力用設定値を、ユーザが選択したモードに応じて上
記クロック発振器に設定することによって、消費電力を削減する構成に想到した。さらに
、本発明者は、ユーザが画像形成装置の機能および使用条件を選択することに応答して、
最適化された省電力用設定値を自動的に選択し、これを上記クロック発振器に設定するこ
とによって、消費電力を削減する構成に想到し、本発明に至ったのである。
【０００７】
　すなわち、本発明によれば、省電力モードを備える画像処理装置であって、固有のクロ
ック発振器が搭載された画像処理用集積回路を複数含んで構成される画像処理部と、標準
運転時に前記クロック発振器に設定される値よりも大きい値の分周比として定義される省
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電力用設定値を管理する省電力用設定値管理部と、前記省電力用設定値を各前記クロック
発振器に設定することによって各前記クロック発振器のクロック周波数を逓減するコント
ローラ部とを含む画像処理装置が提供される。
【０００８】
　本発明においては、前記省電力モードは、前記クロック発振器のクロック周波数を段階
的に逓減する複数の選択モードからなるものとし、前記省電力用設定値管理部は、前記省
電力用設定値を前記選択モード毎に管理し、前記コントローラ部は、選択された前記選択
モードに対応する前記省電力用設定値を各前記クロック発振器に設定するように構成する
ことができる。
【０００９】
　また、本発明においては、前記省電力用設定値管理部は、前記省電力用設定値を機能お
よび使用条件の組み合わせ毎に管理し、前記コントローラ部は、選択された機能および使
用条件に対応する前記省電力用設定値を各前記クロック発振器に設定することによって、
最適化された省電力モードを実現するように構成することができる。
【００１０】
　さらに、本発明においては、前記クロック発振器を、内部動作クロックを出力する動作
クロック発振器とデータ転送クロックを出力する転送クロック発振器とすることができ、
前記画像処理用集積回路をＡＳＩＣとすることができる。さらに、本発明によれば、上述
した画像処理装置を含む画像形成装置が提供される。
【００１１】
　さらに、本発明によれば、固有のクロック発振器が搭載された画像処理用集積回路を複
数含んで構成される画像処理装置の消費電力の削減を実行する方法であって、前記クロッ
ク発振器のクロック周波数を段階的に逓減する複数のモードとして定義される省電力モー
ドの選択を受付けるステップと、選択された前記省電力モードに対応する省電力用設定値
を各前記クロック発振器に設定するステップであって、該省電力用設定値は、標準運転時
に設定される値よりも大きい値の分周比として前記省電力モード毎に定義される、ステッ
プとを実行する方法が提供される。また、本発明によれば、固有のクロック発振器が搭載
された画像処理用集積回路を複数含んで構成される画像処理装置の消費電力の削減する方
法であって、機能および使用条件の選択を受付けるステップと、選択された前記機能およ
び使用条件に対応する省電力用設定値を各前記クロック発振器に設定するステップであっ
て、該省電力用設定値は、標準運転時に設定される値よりも大きい値の分周比として前記
機能および使用条件の組み合わせ毎に定義される、ステップとを実行する方法が提供され
る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本実施形態の画像形成装置のハードウェア構成図。
【図２】本実施形態における画像処理装置のハードウェア構成図。
【図３】本実施形態におけるＰＬＬ周波数シンセサイザを示す図。
【図４】本実施形態の消費電力モード設定処理のフローチャート。
【図５】消費電力モードを設定する際の操作部を示す図。
【図６】消費電力モードを設定する際の操作部を示す図。
【図７】消費電力モードを設定する際の操作部を示す図。
【図８】省電力用設定値（手動設定）の管理テーブルを示す図。
【図９】省電力用設定値（自動設定）の管理テーブルを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を、実施形態をもって説明するが、本発明は後述する実施形態に限定され
るものではない。なお、以下に参照する各図においては、共通する要素について同じ符号
を用い、適宜、その説明を省略するものとする。
【００１４】
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　図１は、本発明に実施形態である画像形成装置１００のハードウェア構成図を示す。本
実施形態の画像形成装置１００は、ユーザからの指令に応答して、コピー、ファクシミリ
、イメージ・スキャナ、プリンタなどの機能を提供するＭＦＰ(Multi Function Peripher
al）として構成することができる。本実施形態の画像形成装置１００は、ユーザからの指
令に応答して、あるいは自動的に、省電力モードに遷移することを特徴とする。
【００１５】
　図１に示されるように、画像形成装置１００は、スキャナ部１２、プロッタ部１４、操
作部２０、コントローラ部３０および画像処理部４０を含んで構成されており、そのうち
、コントローラ部３０と画像処理部４０によって画像処理装置２００が構成されている。
【００１６】
　操作部２０は、画像形成装置１００が備える機能（コピー、ファックス、プリント、ス
キャンなど）およびその使用条件（レイアウト、用紙、解像度など）の選択肢をユーザに
提示し、ユーザからそれらの選択を受け付けるための手段であり、タッチパネル画面を備
える操作パネルとして構成することができる。
【００１７】
　コントローラ部３０は、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭを含んで構成されており、操作部２０
からのユーザ指令に応答して、適切なＯＳの制御下で、画像処理部４０を制御して各機能
を実現する。
【００１８】
　画像処理部４０は、画処理部またはエンジン部、あるいはその両方を含む機能部として
参照されるものであり、スキャナ部１２で読み取られたＲＧＢデータに対して複数の画像
処理を施してＣＭＫＹデータを生成し、プロッタ部１４に出力する。本実施形態における
画像処理部４０は、画像処理の高速化、高画質化を実現すべく、特定の画像処理用途向け
の集積回路（以下、画像処理用集積回路として参照する）を複数含んで構成されている。
本実施形態において、画像処理用集積回路は、ＡＳＩＣ、ＤＳＰ、ＦＰＧＡなどで構成す
ることができる。なお、以下の説明においては、画像処理用集積回路としてＡＳＩＣを採
用した場合を例にとって説明するものとする。
【００１９】
　図２は、本実施形態の画像処理装置２００のハードウェア構成図である。図２に示す例
においては、画像処理部４０は、ｎ個のＡＳＩＣ５０を含んで構成されている。各ＡＳＩ
Ｃ５０が備える内部処理ブロック５２ａ～ｎは、それぞれ、特定の画像処理を実行するよ
うに設計されたものであり、スキャナＩＦ１６から画像処理部４０に入力されたＲＧＢデ
ータは、ＡＳＩＣ　１、ＡＳＩＣ　２～ＡＳＩＣ　ｎのそれぞれにおいて固有の処理を施
されたのち、プロッタＩＦ１８に出力される。
【００２０】
　本実施形態におけるＡＳＩＣ５０は、各自固有の動作クロック発振器５４および転送ク
ロック発振器５６を備えており、内部処理ブロック５２は、動作クロック発振器５４が発
振する内部動作クロックに同期して動作して画像処理を実行し、転送クロック発振器５６
が発振する転送クロックに同期して、処理後の画像データを下流のＡＳＩＣ５０あるいは
プロッタＩＦに転送する。本実施形態においては、各動作クロック発振器５４の発振周波
数および各転送クロック発振器５６の発振周波数をコントローラ部３０からの指令によっ
て変更（逓減）することによって、画像処理部４０に供給する電力を削減することができ
るように構成されている。以下、この点について、図３を参照して説明する。
【００２１】
　本実施形態における動作クロック発振器５４および転送クロック発振器５６は、ＰＬＬ
周波数シンセサイザとして構成することができる。図３は、本実施形態において、動作ク
ロック発振器５４あるいは転送クロック発振器５６として機能するＰＬＬ周波数シンセサ
イザ６０を示す。ＰＬＬ周波数シンセサイザ６０は、位相比較器６２、ループフィルタ６
４、ＶＯＣ６６（電圧制御装置）、分周器６８を含む位相同期回路であり、位相比較器６
２に入力された基準クロック信号（ＣＬＫ）は、レジスタ６９のカウンタ値を用いて設定
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される分周比（Ｎ）に基づいて、その周波数が１/Ｎに逓減され、出力クロック信号（内
部動作クロック信号あるいは転送クロック信号）として出力される。
【００２２】
　分周器６８は、プログラマブル・カウンタとして構成されており、コントローラ部３０
のＣＰＵ３２が各レジスタ６９に設定された分周比（Ｎ）を個別に書き換えることによっ
て、ＰＬＬ周波数シンセサイザ６０（すなわち、動作クロック発振器５４あるいは転送ク
ロック発振器５６）の発振周波数を個別に変更（逓減）することができるように構成され
ている。なお、各レジスタ６９に設定する省電力用の分周比（Ｎ）のデータ（以下、省電
力用設定値として参照する）は、コントローラ部３０のＲＯＭ３６に記憶されており、必
要に応じてＣＰＵ３２がこれを読み出して各レジスタ６９に書き込むように構成されてい
る。本実施形態においては、ＲＯＭ３６は、省電力用設定値を記憶・管理する手段であり
、ＰＲＯＭ、ＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリなどで構成することができる。
【００２３】
　以上、説明したように、本実施形態においては、コントローラ部３０からの指令によっ
て、画像処理部４０に含まれる各ＡＳＩＣ５０の内部動作クロック周波数および転送クロ
ック周波数を変更（逓減）することによって、複数の消費電力モードを実現する。なお、
本実施形態においては、画像形成装置１００の消費電力モードとして、「通常モード」、
「省電力モード（手動設定）」、および「省電力モード（自動設定）」の３つのモードを
定義することができる。以下、図４～７を適宜参照しながら、本実施形態の画像形成装置
１００における消費電力モードの設定処理について説明する。
【００２４】
　図４は、本実施形態におけるコントローラ部３０が実行する消費電力モード設定処理の
フローチャートを示し、図５～図７は、消費電力モードを設定する際の操作部２０（以下
、操作パネル２０として参照する）を例示する。
【００２５】
　図５（ａ）に示すように、ユーザが操作パネル２０の主電源ボタンを押すと、画像形成
装置１００が起動し、図５（ｂ）に示すように、タッチパネル２２に消費電力モードの選
択画面が表示される（ステップ１００）。消費電力モードの選択画面には、「通常モード
」、「省電力モード（手動設定）」、「省電力モード（自動設定）」と表示された３つの
選択キーが表示されている。コントローラ部３０は、消費電力モードの選択画面を表示し
た後、選択キーからの入力を待機する（ステップ１０１，Ｎｏ）。ユーザがいずれかのキ
ーをタッチして選択すると（ステップ１０１，Ｙｅｓ）、選択された消費電力モードを設
定する処理が実行される。
【００２６】
　最初に、ユーザが「通常モード」を選択した場合について説明する。図５（ｂ）に示す
ように、ユーザが「通常モード」キーをタッチした場合、ステップ１０２に進む。ステッ
プ１０２においては、「通常モード」を設定する処理が実行される。ＲＯＭ３６には、標
準運転時のクロック周波数を実現するために各分周器６８のレジスタ６９にセットされる
分周比の値（以下、標準設定値として参照する）を格納するテーブルが記憶されており、
操作パネル２０からのキー入力に応答して、ＣＰＵ３２が標準設定値を読み出して、画像
処理部４０に含まれる各ＡＳＩＣ５０に搭載された動作クロック発振器５４および転送ク
ロック発振器５６にセットする。
【００２７】
　図８（ａ）は、標準設定値を格納するテーブルを示す。なお、図８（ａ）においては、
理解の容易のため、分周比の値に代えて当該分周比が設定されることによって発振される
クロック周波数（ＭＨｚ）の値を標準設定値として示している（図８（ｂ）（ｃ）につい
ても同様）。標準設定値がレジスタ６９にセットされると、ステップ１０３に進み、画像
処理部４０の動作を開始して、通常モード設定処理を終了する。なお、本実施形態におい
ては、画像形成装置１００の起動と同時に各クロック発振器に標準設定値をデフォルト設
定することによって、上述したステップ１０２を省略することもできる。
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【００２８】
　次に、ユーザが「省電力モード（手動設定）」を選択した場合について説明する。図６
（ａ）に示すように、ユーザが「省電力モード（手動設定）」キーをタッチした場合、ス
テップ１０４に進む。ステップ１０４においては、図６（ｂ）に示すように、「ＨＡＬＦ
電力モード」および「ＷＥＥＫ電力モード」という予め定義された２つの省電力モードの
選択キーを備える選択画面２４が表示される。コントローラ部３０は、省電力モードの選
択画面２４を表示した後、選択キーからの入力を待機する（ステップ１０５，Ｎｏ）。ユ
ーザがいずれかのキーをタッチして選択すると（ステップ１０５，Ｙｅｓ）、ステップ１
０６に進む。
【００２９】
　ステップ１０６においては、選択された省電力モード（ＨＡＬＦ電力モード／ＷＥＥＫ
電力モード）を設定する処理が実行される。ＲＯＭ３６には、逓減されたクロック周波数
を実現するために各分周器６８のレジスタ６９にセットされる分周比の値（省電力用設定
値）を各省電力モードに対応付けて格納するテーブルが記憶されている。ここで、省電力
用設定値は、標準運転時に設定される分周比の値よりも大きい値の分周比が定義される。
ＣＰＵ３２は、操作パネル２０からのキー入力に応答して、選択された省電力モードに対
応する省電力用設定値を読み出して、画像処理部４０に含まれる各ＡＳＩＣ５０に搭載さ
れた動作クロック発振器５４および転送クロック発振器５６にセットする。
【００３０】
　図８（ｂ）は、各省電力モードに固有の省電力用設定値を格納するテーブルを示す。図
８（ｂ）に示されるように、「ＨＡＬＦ電力モード」においては、標準運転時に（すなわ
ち、上述した「通常モード」）に比較して、各ＡＳＩＣ５０の動作クロック周波数ならび
に転送クロック周波数が５０％逓減されるように分周比が設定されており、また、「ＷＥ
ＥＫ電力モード」においては、クロック周波数をさらに逓減するように分周比が設定され
ている。省電力用設定値が各動作クロック発振器５４および転送クロック発振器５６にセ
ットされると、ステップ１０３に進み、画像処理部４０の動作を開始して、省電力モード
手動設定処理を終了する。
【００３１】
　なお、本実施形態における「省電力モード（手動設定）」は、上述したような２つのモ
ードを定義する態様に限定されるものではなく、各ＡＳＩＣ５０の動作クロック周波数な
らびに転送クロック周波数を段階的に逓減する複数のモードを定義するものであればよい
。たとえば、図６（ｃ）に示すように、省電力モードの選択画面２４を省電力のレベルを
表すゲージとして構成し、ユーザがゲージを操作して省電力モードを決定するように構成
することもできる。この場合、図８（ｃ）に示すように、ＲＯＭ３６には、０～４の５段
階のレベルで定義された各省電力モードに対応付けられた省電力用設定値を格納するテー
ブルが記憶され、ゲージによって設定されたレベル（省電力モード）に対応する省電力用
設定値をＣＰＵ３２が読み出して、画像処理部４０に含まれる各ＡＳＩＣ５０に搭載され
た動作クロック発振器５４および転送クロック発振器５６にセットする。さらに、本実施
形態においては、「省電力モード（手動設定）」について選択肢を設けないワンモードと
することもできる。
【００３２】
　次に、ユーザが「省電力モード（自動設定）」を選択した場合について説明する。図７
（ａ）に示すように、ユーザが「省電力モード（自動設定）」キーをタッチした場合、ス
テップ１０７に進む。ステップ１０７においては、コントローラ部３０は、画像形成装置
１００の機能（図７に示す例においては、コピー、ファックス、プリント、スキャン）お
よびその使用条件の選択キーからの入力を待機する（ステップ１０７，Ｎｏ）。たとえば
、図７（ｂ）に示すように、ユーザが「コピー」キーを押してコピー機能を選択すると、
図７（ｃ）に示すようにタッチパネル２２にコピー機能の使用条件の選択画面が表示され
る。ユーザは、表示された選択画面に従って「レイアウト」、「用紙選択」、「解像度」
などといった使用条件について詳細設定を行う。ユーザが操作パネル２０を操作して選択
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した機能および使用条件の各項目は、のちに「検索キー」として使用するために一時記憶
に保存される。
【００３３】
　本実施形態の画像処理装置２００のＲＯＭ３６には、画像形成装置１００の「機能」お
よびその「使用条件」の組み合わせを格納するテーブルが記憶されている。図９（ａ）は
、そのような管理テーブル７０を例示する。管理テーブル７０においては、コピー、ファ
ックス、プリント、スキャンの各機能と当該機能について選択しうる使用条件の組み合わ
せの一覧が記憶されており、各組み合わせに対して一意識別子が付与されている。以下、
この一意識別子を「機能ＩＤ」として参照する。
【００３４】
　さらに、ＲＯＭ３６には、上記「機能ＩＤ」に対応付けて省電力用設定値を格納するテ
ーブルが記憶されている。図９（ｂ）は、そのような管理テーブル８０を例示する。本実
施形態においては、上述した２つの管理テーブルが関連付けられている。
【００３５】
　ここで、再び、図４に戻って説明を続ける。コントローラ部３０は、ステップ１０７に
おいて、「スタート」ボタンの押下を監視しており、「スタート」ボタンが押されたこと
をもって「機能」およびその「使用条件」の選択が完了したものと判断し（ステップ１０
７，Ｙｅｓ）、ステップ１０８に進む。ステップ１０８においては、ユーザが選択した機
能および使用条件に対応付けられた機能ＩＤを検索する処理が実行される。具体的には、
上述した一時記憶に保存された検索キー（機能、使用条件）に基づいて図９（ａ）に示し
た管理テーブル７０を検索し、ユーザによって選択された機能および使用条件の組み合わ
せに対応付けられた機能ＩＤを検出して、ステップ１０９に進む。
【００３６】
　ステップ１０９においては、ＣＰＵ３２が検出された機能ＩＤに基づいて、図９（ｂ）
に示した管理テーブル８０を参照し、当該機能ＩＤに対応付けて設定された省電力用設定
値を読み出して、これを画像処理部４０に含まれる各ＡＳＩＣ５０に搭載された動作クロ
ック発振器５４および転送クロック発振器５６にセットする。その後、ステップ１０３に
進み、画像処理部４０の動作を開始して、省電力モード自動設定処理を終了する。
【００３７】
　本実施形態においては、各「機能ＩＤ」に対応付けて設定する省電力用設定値を以下の
方法によって定義することができる。すなわち、各「機能ＩＤ」によって特定されるユー
ザの使用態様（機能および使用条件の組み合わせ）について最適化シミュレーションを行
ない、当該使用態様における画像処理部４０全体の動作効率および省電力効率を最大化す
ることのできる分周比の値を省電力用設定値として定義することができる。そのようにす
れば、選択された使用態様において、高速処理が要求されないＡＳＩＣ５０に対しては、
クロック周波数の逓減率（分周比）を可能な限り大きく設定され、一方で高速処理が要求
される負荷の大きいＡＳＩＣ５０に対しては、クロック周波数の逓減率を小さく設定して
、省電力モード時であっても、一定以上の高いクロック周波数を維持するといったことが
可能になる。以上、説明したように、本実施形態における省電力モード自動設定処理によ
れば、ユーザが機能および使用条件を選択することに応答して最適化された省電力モード
が自動的に設定される。
【００３８】
　以上、本発明について実施形態をもって説明してきたが、本発明は上述した実施形態に
限定されるものではなく、当業者が推考しうる実施態様の範囲内において、本発明の作用
・効果を奏する限り、本発明の範囲に含まれるものである。
【００３９】
　なお、上述した実施形態の各機能は、アセンブリ言語、Ｃ、Ｖｉｓｕａｌ　Ｃ、Ｃ＋＋
、Ｖｉｓｕａｌ　Ｃ＋＋、Ｊａｖａ（登録商標）、Ｊａｖａ（登録商標）Ｂｅａｎｓ、Ｊ
ａｖａ（登録商標）Ａｐｐｌｅｔ、Ｊａｖａ（登録商標）Ｓｃｒｉｐｔ、Ｐｅｒｌ、Ｒｕ
ｂｙなど、レガシープログラミング言語やオブジェクト指向プログラミング言語などで記
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することができる。
【符号の説明】
【００４０】
　１００…画像形成装置
　２００…画像処理装置
　１２…スキャナ部
　１４…プロッタ部
　１６…スキャナＩＦ
　１８…プロッタＩＦ
　２０…操作部（操作パネル）
　２２…タッチパネル
　２４…選択画面
　３０…コントローラ部
　３２…ＣＰＵ
　３４…ＲＯＭ
　３６…ＲＯＭ
　４０…画像処理部
　５０…ＡＳＩＣ
　５２…内部処理ブロック
　５４…動作クロック発振器
　５６…転送クロック発振器
　６０…ＰＬＬ周波数シンセサイザ
　６２…位相比較器
　６４…ループフィルタ
　６６…ＶＯＣ
　６８…分周器
　６９…レジスタ
　７０…管理テーブル
　８０…管理テーブル
【先行技術文献】
【特許文献】
【００４１】
【特許文献１】特開２００４－２０６４２９号公報
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